























スラムに住んでおり、都市化の急進展はスラム居住者の数を 1990年では 6.5億人、 2000年で













































2001 2002 2003 2004 2001.2004 
社会住宅 880，000 207，940 118，987 84，716 81，853 493，496 
低価格住宅 320，000 54，447 74，306 114，507 146，067 389，327 
合計 1，200，000 262，387 262，387 193，223 227，920 882，823 













出典:Housing and Urban Development Coordinating Council 




低価格住宅事業とは、 300，000-2，000，000 ペソ(約 60 万円~400 万円)以内の住宅で、対象と
なるのは中間所得者層である。
表 3に示す 2005・2010年度の目標建設戸数の合計は 1，145，668戸であるが、その内、社会住
宅が 68.1%と半数以上であることから、政府が都市貧困層対象の住宅建設により力を入れてい
る事が見て取れる。しかし、現実には 2005-2010年度の住宅需要戸数が 375万戸であるのに対
し、住宅建設目標はその半分以下の 114万戸であり、目標達成率は 2005年が 57.4%、 2006年
が55.3%、2007年が 46.1%となっている(改定フィリピン中期開発計画2004・2010)。
それでは、なぜこのように住宅建設の需要と供給には大きな溝が存在するのだろうか。その















も成功しているのが、 1988年に起案されたコミュニティ抵当事業 (CommunityMortgage 





面積約 20ha、人口約 16，000人)、パランガイ・ルス(以下、ルスと称す)である。 1988年に
CMP事業が導入されて以来、ルスでは 1990年にはセブ州政府が事業主となった条項 93・1
(Ordinance 93・1)が、 2002年にはセブ市政が事業主となったセブ市社会住宅事業が導入され
た。表 5の 13事業の比較」の返済率で明らかなように、 CMP事業は 79%の返済率に対して、























表 5 パランガイ・ルスにおける 3事業の比較 (2007年の調査より)
事業名 CMP事業 条項 93-1 セブ社会住宅事業
事業主 国 ィ、1' 巾
返済方法 住民組織 個人 個人
返済期間 25年 5年(再延長) 10年
利子 6% 6% 6% 
事業実施年 1988年 1990年 2002年
返済開始年 1997年 1993年 2004年
事業終了年 2022年 2004年(終了) 2013年(再延長)
面積/地価
(Php.lnt) 
530 560 1，300 
1世帯月平均返済額
(Php.) 













CMP事業 92 65% 9，384 
条項 93-1 114 62% 6，816 



















写真 1 墓石上で遊ぶ子供達 写真2 昼寝する子供 写真 3 土台となった墓石
ロレガが抱えている問題は住環境、社会環境、経済と山積するが、セブ市はまず住環境を改
善しようと開発 NGOのガワッドカリンガ(以下、 GKと称す)と共同で 2011年から社会住宅
事業を導入し、 2012年5月に 60世帯用の 3階建て中層住宅が完成した。 GKコンドと名付け
られたこの住宅では住民は光熱費の他に、月 200ペソ(約 400円)の修繕費を払うが、住宅自
体に返済は伴わない。住宅が無償なのは、セブ市がこの土地を 50年間無償で貸し出し、総建築
費 130万ペソ(約 260万円)の内、 100万ペソの地方特別開発資金 (PriorityDevelopment 









な生活を営んで、いる。 GKコンド建設後 1年に行った調査では、 GKコンドを出て行きたいと考
える世帯はゼロで、あった。
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